
１１．エネルギーキャリアの安全性評価研究
（研究責任者）

三宅 淳巳（横浜国立大学）
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４. アンモニア燃料電池
（研究責任者）

江口 浩一（京都大学）

３. アンモニア水素
ステーション基盤技術

（研究責任者）
小島 由継（広島大学）

５. アンモニア直接燃焼
（研究責任者）

小林 秀昭（東北大学）

８．脱水素システムの
開発および実用化
(水素ステーション）

（研究責任者）
壱岐 英

（ＪＸ日鉱日石エネルギー）

７. 有機ハイドライド
電解合成

（研究責任者）
光島 重徳（横浜国立大学）

６. 分散型エネルギー
利用のための

合成システム開発
（研究責任者）
藤村 靖（日揮）９. 液化水素用ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

ｼｽﾃﾑ開発とﾙｰﾙ整備
（研究責任者）
松尾 真治

（日本船舶技術研究協会）

１０. 水素燃焼技術開発
（研究責任者）

餝 雅英（川崎重工業）

具体的な成果を
次ページで紹介

キャリア転換・輸送・貯蔵

製 造

利 用

水素関連
研究開発テーマ

アンモニア関連
研究開発テーマ

有機ハイドライド関連
研究開発テーマ

２．熱利用水素製造
（研究責任者）
稲垣 嘉之

（日本原子力研究開発機構）

１．高温太陽熱
供給システム
（研究責任者）

加藤 之貴（東京工業大学）



アンモニア直接燃焼
発 電 機

具体的な成果

世界最大級（200W）SOFCショートスタック

（アンモニア直接供給方式）を製造し、発電

実験を実施した。その結果、純水素を燃料

とした場合と同等の発電性能が得られた。

（2015年7月22日、プレス発表）

50kW級ガスタービンにて、メタン-アンモニア

の混焼発電（41.8kW）およびアンモニア専焼

発電（41.8kW）に世界で初めて成功し、NOx

も脱硝装置で処理可能な運転条件を

見出した。

（2015年9月1７日、プレス発表）

開発したアンモニア燃料電池スタック

4. アンモニア燃料電池 世界最大級

5. アンモニア直接燃焼 世界初

＜プレス発表後の報道状況＞
○新聞記事：日経新聞、京都新聞、中日新聞
○オンラインニュース：chem-net、スマートジャパン

(引用URL) http://www.jst.go.jp/pr/announce/20150722-6/index.html

(引用URL) http://www.jst.go.jp/pr/announce/20150917/index.html

7

＜プレス発表後の報道状況＞
○新聞記事：日刊工業新聞、電気新聞、河北新報
○オンラインニュース：日経バイオテク、福島民報、
福島民友,環境ビジネスオンライン,Itmedia,産報
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